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１．はじめに 

本研究室は，アクティブ RFID タグの電源として

熱電変換素子を用いたバッテリレス駆動方式を提

案してきた[1]．この提案では，人の体温と外気温か

らなる温度差によって発電することを想定している．

先行研究では，ヒータとヒートシンクを用いて人工

的に温度差を与えることでアクティブ RFID タグの

駆動を確認した．  

本研究では，皮膚に装着された熱電変換素子

へ風等の外乱要素が加わった場合，発電電圧に

どのような影響があるか検討した． 

２．実験方法  

本実験は，着席している被験者の左手首へ，扇

風機によって起こした人工的な風を当てたときの発

電電圧を測定した．このとき扇風機の風速は風速

計を用いて測定した．また，歩行している状態にお

いて，腕を振ることで風を受けた場合の発電電圧

を同様に測定した．このとき，着席時を静止状態に

おける測定，歩行時を運動状態における測定とし

た．どちらも被験者は 5 名，熱電変換素子を左手

首へ装着した状態で実験を行った．結果は 5 名の

平均をとったものである． 

３．実験結果  

① 静止状態における測定 

図1は，熱電変換素子に風を当てた場合の風速

に対する発電電圧を示す．風速の値が大きくなる

につれて発電電圧の値も上昇していることがわか

る．  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 運動状態における測定 

図 2 は，被験者 5 名の歩行速度に対する熱電

変換素子の発電電圧を示す．必ずしも歩行速度が

速くなるにつれて発電電圧が上昇するわけではな

いが，一番早い歩行速度 4.3[m/s]において，静止

状態で得られた最大発電電圧 7.8[mV]を上回る発

電電圧が得られた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

静止状態における測定で外乱要素を与えなか

った場合は2.64[mV]の発電電圧が得られた．静止

状態で外乱要素を与えた実験，運動状態の実験

では，どちらにおいても 2.64[mV]を上回る発電電

圧が得られた．このことより今回の検証からは，熱

電変換素子へ風等の外乱要素が加わった場合，

得られる発電電圧が改善されることが分かった． 
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図 1 風速に対する発電電圧 
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図 2 歩行速度に対する発電電圧 
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